
れ
た
ロ
ケ
風
景

（舞
鶴
フ
ィ
ル
ム

提
供
）

齢
者

の

一
い

て

の
高

齢
者

る
の
で
す

に
接
し
た
ら

ワ
か
？

の
方
は
、

脳

」と
に
よ

っ

記
憶
障
工苦
や

理
解

・
判
断

効
能
力
の
低

く
、

ご
本
人

お
ら
れ
た
性

間
関
係
な
ど

々
絡

み
合

っ

妄
想
の
よ
う

、
日
常
生
活

へ
の
適
応
を
困
難
に
す
る
行

動
上
の
問
題
を
引
き
起
こ
さ

れ
る
よ

つヽ
に
な
り
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、

認
知
症

だ
か
ら
と
い
っ
て
、

何
も
で

き
な
く
な
る
わ
け
で
は
あ
り

ま
せ
ん
し
、

長
い
間
の
社
会

生
活
で
培
わ
れ
た
経
験
か
ら

自
分
の
行
動
に
プ
ラ
イ
ド
を

持

っ
て
お
ら
れ
、

「何
か
お
か

し
い
。

認
知
症
に
な

っ
た
の

で
は
な
い
か
。

」
と
い
う
心

配
Ｌ
不
安
、

自
分
の
状
態
に

対
す
る
や
り
場

の
な

い
怒

り
、

悲
し
み
や
盃

女
を
感
じ

気
持
ち
を
理
解
し
無
理
な
く
対
応
を

に
、

国
境
を
越
え
た
友
情
を

描
い
た
。

上
映
に
合
わ
せ
て

舞
鶴

フ
ィ
ル
ム
コ
ミ
ッ
シ
ョ

ン
は
同
館
で
舞
鵠
の
ロ
ケ
風

景

の
写
真
を
展
示
し

て
い

る
。

同
館
の
協
力
で
、

舞
鶴

市
民
新
聞
社
は
こ
の
映
画
に

五
組
十
人
を
招
待
す
る
。

一
九

一
四
年
、

第

一
次
世

界
大
戦
で
日
本
年
は
中
国

・

青
島
を
攻
略
し
、

ド
イ
ツ
兵

四
千
七
百
人
を
捕
虜
に
し
、

日
本
各
地
の
収
容
所
に
送

っ

た
。

そ
の
中
の

一
行
は
最
初

に
久
留
米
収
容
所
に
送
ら

れ
、

囚
人
の
よ
う
な
扱

い
を

受
け
る
。

次
に
移
さ
れ
た
の

は
徳
島
の
板
束
作
虜
収
容
所

て
お
ら
れ
ま
す
。

こ
の
た
め
、

ち
ょ
っ
と
し

た
事
で
怒

っ
た
り
、

泣
い
た

り
、

す
」家
族
の
方
を
は
じ
め
、

周
り
の
人
々
と
の
意
思
疎
通

が
で
き
な
い
こ
と
に
苛
立
ち

興
奮
し
や
す
く
な
ら
れ
ま
す

が
、

そ
れ
だ
け
に
他
人
の
感

情
に
彼
感
と
な
り
、

介
護
さ

れ
る
側
の
不
安
や
動
揺
、

嫌

悪
感
を
感
じ
取
り
、

問
題
行

動
を
引
き
起
こ
さ
れ
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
。

認
知
症
の
方
に
接
す
る
に

は
、

認
知
症
が
、

誰
で
も
な

る
可
能
性
が
あ
る
病
気
で
あ

る
こ
と
を
理
解
す
る
と
と
も

に
、

認
知
症
の
方
の
心
と
気

持
ち
を
十
分
理
解
し
共
感
じ

無
情

に
な
る
た
め
の
赤

い
血
黒

だ

つ
た
が
、

松
江
所
長
は
陸

軍

の
上
層
部

の
意
志

に
背

き
、

捕
虜
た
ち
の
人
権
を
尊

重
し
た
。

や
が
て
ド
イ
ツ
の

敗
北
で
終
戦
を
迎
え
、

解
放

さ
れ
た
ド
イ
ツ
人
た
ち
は
地

元
住
民
に
感
謝
を
込
め
て
、

ベ
ー
ト
ー
ベ
ン
作
曲
の

「第

九
」
の
演
奏
を
計
画
す
る
。

葬
鶴
で
は
久
留
米
収
容
所

の
シ
ー
ン
が
昨
年
十
月
、

煉

瓦
倉
庫

一
帯
で
行
わ
れ
た
。

出
演
は
松
平
健
、

カ
ン
ヌ
回

際
映
画
祭
監
督
賞
受
賞
作
の

「
ベ
ル
リ
ン

・
天
使
の
詩
」

で
主
演

の
世
界
的
名
優
ブ

た
う
え
で
、

認
知
症
の
方
を

見
守
り
、

さ
り
げ
な
く
自
然

に
援
助
が
で
き
る
「人
間
甚

と
し
て
接
す
る
こ
と
が
必
要

で
す
。

例
え
ば
、

認
知
症

の
方

は
、

計
画
を
立
て
接
配
す
る

こ
と
は
で
き
な
く
で
も
、

的

確
な
ア
ド
バ
イ
ス
を
す
れ
ば

で
き

る
こ
と
が
あ
り
ま
す

し
、

排
泄
等
、

基
本
的
な
生

活
動
作

に
支
障
が
生
じ

て

ル
ー
ノ

・
ガ
ン
ツ
ら
。

上
映

時
間
は
①
午
前
十

一
時
一
一十

五
分
②
午
後
二
時
③
同
四
時

三
十
五
分
④
同
七
時
十
分
、

土
曜
ナ
イ
ト

⌒六
月
十
七
、

二
十
四
日
）
同
九
時
四
十
分
。

上
映
は
七
月
十
四
日
ま
で
。

〔∪
公
６２
・３
５
８
３
、

同
館
。

チ
ケ

ッ
ト
希
望
者
は
往

所
、

氏
名
、

電
話
器
号
、

市

民
招
待
席
「
バ
ル
ト
の
楽
園
」

と
記
入
し
、

十
日
ま
で

（必

着
）
に
中
し
込
め
ば
よ
い
。

応
募
は
は
が
き

⌒あ
て
先
〒

６
２
４
１
０
９
０
５
福
来
九

一
二
十

一
舞
鶴
市
民
新
聞

も
、

そ
の
動
作
が
簡
単
に
早

く
で
き
る
よ
う
創
意
工
大
す

れ
ば
対
応
で
き
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。

最
初
か
ら
、

百
点
満
点
の

対
応
を
目
指
す
の
で
は
な
く

て
、

こ
の
よ
う
に
、

現
状
を

ひ
と
つ
ひ
と
つ
改
善
し
て
い

け
る
よ
う
な
、

無
理
の
な
い

「自
分
な
り
の
対
坐

を
お

勧
め
し
ま
す
。（介

護
相
談
員
）

介
護
に
関
す
る
悩
み
や
介
護
保
険
の
疑
間
点
な
ど

に
つ
い
て
の
相
談
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

介
護
相

談
員
の
皆
さ
ん
が
、

紙
面
を
通
じ
て
お
答
え
し
ま
す
。

相
談
な
ど
が
あ
れ
ば
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

プ
ラ

イ
バ
シ
ー
は
厳
守
し
ま
す
。

申
し
込
み
は
〒
６
２
４

１
０
９
０
５
福
来
九
〓
一―
一　
一審
鶴
市
民
新
聞
社

介
護
相
談
係
。

Ｆ
Ａ
Ｘ
　
（７７
・・
７
５
０
）
、

Ｅ
メ
ー

ル

⌒コ
”
】口
ｏ
協
⑥
Ｓ
Ｅ
ミ
・ｏ
ｏ
Ｂ
〓コ
ユ
し

で
も
受
け

付
け
て
い
ま
す
。

く
し
て

i血 吼 墓颯 i
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‖畳華後絵畳鸞聞だ「
ク

ロ
さ
ん
！

　
今
回
が

最
後
の
宮
古
島
大
会
に
な

っ

て
し
ま
い
ま
し
た
ね
。

持
ち

前
の
精
神
力
で
乗
り
越
え
、

絶
対

に
完
走
し

て
下
さ

い

ね
」
。　

一
昨
年
の
女
五
で
あ

り
今
年
三
位
の
岡
い
ず
み
選

手

（岡
夫
婦
と
は
野
武
士
会

の
仲
間
）
か
ら
、

公
式
大
会

プ
ロ
グ
ラ
ム
ヘ
掲
載
し
て
く

だ
さ
っ
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
に
テ

ン
シ
ョ
ン
を
高
め
、

千
三
百

ヽ
十

一
名
」
と
も

こ
ス
イ
生

舞
鶴
で
泳
ぎ
、

こ
ぎ
、

走

っ

た
。

そ
の
距
離
は

一
月
か
ら

ス
イ
ム
五
十

口
■
、

バ
イ
ク
百

三
十
ぶ
二
回
を
含
む
千
五
百

五
十

ロ
キ
、

ラ
ン
四
百
二
十
ま

を
こ
な
し
、

万
全
の
状
態
で

あ
る
。

四
月
二
十
三
日
午
前
七
時

表雷「みずなぎ学園」に10万円贈る
藩 書    ふ れあい預金の社会貢lit活動で

最 舞 ill■  !l.十 li,■iⅢ‖浦冊繍

華il鬼ン!i魂ン諸藩

督
古
島
ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン

大
会
最
終
参
戦
記

白
浜
台
黒
岩
　
健
三

ぎ

に
悪
夢
か
ら
開
放
さ
れ

る
。

そ
れ
で
も
ゴ
ー
ル
は
何

時
も
よ
り
十
五
分
遅
れ
の

一

時
間
十
五
分
。

ラ
ン
の
遅
い
私
に
は
厳
し

い
タ
イ
ム
。

バ
イ
ク
で
遅
れ

を
挽
回
し
な
く
て
は
と
の
気

持
ち
で
百
五
十
五

ロ
キ
に
向

か

っ
て
ベ
ダ
ル
を
踏
む
と
か

な
り
走
れ
る
。

途
中
か
ら
太

陽
に
邪
魔
さ
れ
る
が
バ
イ
ク

を
終
え
、

後
六
時
間
三
十
分

を
残
し
て
ラ
ン
を

ス
タ
ー

ト
。

昨
年
は
五
時
間
五
十
分

誘 itンン路li!:ンンン野
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あ
り
が
と
う
督
古
、さ

よ
う
な
ち
督
古

半
、

宮
古
鳥
の
れ
は
か
な
り
　
で
走
っ
た
か
ら
行
け
る
と
周

花

Ｌ

Ｃ

（
３

ｏ

ス

ｆ

‥
ヽ
こ

Ｐ

　

田

こ
毎

貞

！

東

，
Ｉ

ぐ

ｏ

献
活
動
と
し
て
、

社
会
福
祉

法
人

「
み
ず
な
ぎ
学
園
」
に

十
万
円
を
賠

つ
た
。

「
ふ
れ
あ
い
預
金
」
は
、

預

金
者
か
ら
定
期
、

積
立
預
金

に
利
息
の

一
部
を
提
供
し
て

も
ら
い
、

近
畿
労
働
金
庫
も

同
額
拠
出
し
て
、

障
害
者
福

祉
や
難
病
対
策
な
ど
に
役
立

て
て
い
る
。

舞
鶴
支
店
で
も
、

一
九
九
四
年
か
ら
取
り
組
み
、

毎
年
五
月
二
十
九
日
の

「幸

福
の
日
」
前
後
に
寄
贈
し
て

お
り
、

今
年
で
十
三
回
国
。

こ
の
日
、

浜
の
舞
鵠
勤
労

者
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
開
か
れ

た
労
金
運
営
委
員
会
で
贈
呈

式
が
あ
り
、

運
営
委
員
の
倉

橋
武
光
さ
ん
が
、

み
ず
な
ぎ

学
園
の
慶
瀬
秀
雄
事
務
長
に

手
渡
し
た
。

同
学
園
で
は
、

施
設
整
備
に
役
立
て
る
こ
と

に
し
て
い
る
。

休
日
当
直
医

【３
、

４
日
】
内
科
・外

科

＝
浜
、

舞
鶴
共
済
病
院

（
容

６２
・２
５
１
０
）
※
た
だ
し
、

３
日
は
開
業
医
の
診
療
終
了

後

週
間
竹
ン

３

日

【第

４２

回

市

民

ス
ポ

ー
ツ
祭
中
学

の
部
】

午
前

８
時
半
か
ら
各
会
場

で
。

４
日
は

一
般
の
部
。

【第

た
。

し
か
し
、

沿
道
の
温
か

い
声
援
を
裏
切
り
十
六

ロ
キ

で

な
し
い
リ
タ
イ
ア
。

舞
鶴
か

つ
ｌｔ
矛

ン
と
こ
末
革
し
、
玉


